
－ 23 －

 

東京聖栄大学紀要投稿要領 

 
  （投稿者の資格） 
  １、東京聖栄大学紀要(以下、本紀要という。)への投稿者は本学教育職員に限る。ただ

し、本学内外の共同研究者は、本学教育職員との連名とする。 
 
  （論文の種類） 
  ２、掲載論文の種類は和文または欧文で、次の基準によるものとする。抄録以外は未発

表のものに限る。 
１）総説 Review       学術的な研究分野をまとめたもの。 
２）原著論文 Articles   独創的な研究論文の内容を備え、学術的な価値があると認

められたもの。 その掲載量は印刷面10頁以内とする。超
過した場合は、超過分に関わる実費を徴収する。 

３）短報 Note         原著論文に準ずる価値のあるもの。その掲載量は印刷面で
6頁以内とする。 

４）資料 Research Data  調査、実験データなどで、学術上有益と認められたもの。
その掲載量は印刷面で10頁以内とする。 

５）抄録 Abstract      他誌に発表した論文の要旨を著者がまとめたもの。 
６）翻訳 Translation    既に発表された論文を翻訳したもの。 
７）解説 Interpretation  学術的な研究分野をまとめたもの。 
８）再録 Re-printing 

  
 （投稿原稿の取り扱い） 
  ３、本紀要に投稿された原稿（総説を除く）の取り扱いはつぎの通りとする。 
  １）投稿は紀要編集委員会(以下、委員会という。)宛とし、提出された日を受付日と

する。ただし、原稿は本規定に従い内容体裁が整った完成原稿でなければなら

ない。 
    ２）受付された原稿は委員会の指名する２名以上の審査員により審査する。 
    ３）審査員からの審査報告書、および委員会からの指摘事項があった場合は委員会を

通して投稿者に伝える。投稿者は指摘事項について検討し、所定の期日までに

委員会に再提出しなければならない。期日までに再提出しない場合は投稿を取

り下げたものとする。 
  ４）審査の結果に基づき委員会で掲載の可否を決定する。掲載が許可された場合はそ

の日をもって受理日とする。 
    ５）掲載が許可された原稿は委員会が校正以外は変更してはならない。 
 
   （掲載原稿の取扱い） 

本誌に掲載が許可された原稿の取扱いは、次の通りとする。 
１）掲載原稿の著作権は、委員会に帰属する。 

     ２）別刷は、50部までは無償とし、規定を越えた分は実費を徴収する。 


